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「さが“食と農”絆づくりプロジェクト」って？ 

 地元の農業・農村や農産物についての理解を深める「食農教育」や、地元で取れた農産

物を地元で利用し消費する「地産地消」、都市住民が農村で楽しみ交流する「都市農村交

流」を一体的に県民協働で進め、「食」と「農」の絆をつくりあげることにより、「食と農

と環境が調和した豊かな県民生活の実現」を目指す取組です。 

「食農教育」に力を入れたいと考えているあなた！ 

「地産地消」をもっと広めたいと考えているあなた！ 

「都市農村交流」を始めてみたいと考えているあなた！ 

仲間と一緒に“食と農”絆づくり活動に取り組んでみませんか？ 

 

 

佐 賀 県 
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平成２１年度“食と農”プロジェクト活動支援事業募集要項 

 

 

１ 趣  旨 
 

  “食と農”（消費者と生産者、消費地と生産地、都市と農村）の絆づくりを進めるため、消費

者・農業者グループやＣＳＯ（市民社会組織）等が取り組む、食農教育、地産地消、都市農村交

流などの“食と農”絆づくり活動を募集します。 

 

 

２ 応募の資格 
 

農業者、消費者等５名以上で組織しており、県内に事務局を置き、県内で活動するグループで

あること。グループは、これから立ち上げる場合でも、既存の団体、組合等でも結構です。 

  （例：農産加工グループ、農協の部会、消費者グループ、ＮＰＯ法人など） 

 なお、申請書にはグループの規約等を添付していただきます。 

   

 

 
 

（１）ファーストステップ活動（１０件程度） 

新たに取り組む食農教育、地産地消、都市農村交流などの活動が対象です。 

活動に要する対象経費に対し２５万円を限度として助成します。助成期間は１年です。 
 

（２）特別プロジェクト活動（２件程度） 

食農教育、地産地消、都市農村交流などの活動のうち、特に新規性や広域性を有する活動が

対象です。活動に要する対象経費に対し８０万円を限度として助成します。 

助成期間は１年ですが、最大３年助成を受けることができます。（毎年度の審査で選定され

ることが必要です。） 

 

 

 

 

 

 
 

“食と農”絆づくり活動に係る経費のうち、次に掲げる経費が助成の対象となります。詳しい

経費内容は別表１をご覧ください。 

 

    ① 講師等への謝金   ② 旅費   ③ 消耗品費   ④ 通信運搬費   ⑤ 印刷製本・広報費   

⑥ 使用料   ⑦ 保険料   ⑧ 資材費   ⑨ その他経費 

新規性を有する活動とは・・・県内にあまり事例が見られない活動のことです 

広域性を有する活動とは・・・県内全域又は旧市町村の範囲を超える範囲での活動のことです 

１ 趣  旨 

２ 応募の資格 

３ 募集する活動 

４ 対象経費 



 - 3 -  

なお、助成の対象となるのは、事業計画が採択（６月上旬を予定）された後の活動に係る経費

です。 

 

 

 

（１） 佐賀県における「食（消費者、消費地、都市）」と「農（生産者、生産地、農村）」の

絆づくりを目的として、自主的、計画的、継続的に活動してください。 

（２） 応募グループだけでなく、広く消費者の方の参加を呼びかけるなど、「食」と「農」の

絆づくり活動の輪を拡げるような活動を行ってください。 

（３） 新たに始める活動、又は、既に実施している活動を更に発展させるような活動を行って

ください。 

（４） 同じ目的で、他事業により助成金等を受けている場合は、応募できません。 

（５） 営利を目的とした活動は対象となりません。 

（６） １グループからの応募数は１件までとします。 

 

   

 
 

 (1) 提出書類及び提出先 

      別添の申請書（様式第１号）に必要事項を記入したうえ、応募グループが所在する市町（農

政担当課）に提出してください。 

特別プロジェクト活動に応募するグループは、県生産者支援課に直接提出していただいて

も結構です。 

   提出書類については、返却いたしませんのでお手元にコピーを残してください。 

    申請書の様式は「さが“食と農”絆づくりプロジェクトホームページ

（http://www.kizuna-saga.jp）」又は「県ホームページ（http://www.pref.saga.lg.jp）」

からダウンロードできます。 

    

 (２) 募集期間 

      平成２１年４月１日（水）～４月３０日（木） 

 

 

６ 支援対象活動の選定 
 

応募グループの代表の方にプレゼンテーション（事業計画の説明）を行っていただく公開審

査会を開催し、支援対象活動を選定します。 

 

○公開審査会（申請者の方には、後日詳しく連絡します） 

開催期日：平成２１年５月３０日（土） 

６ 応募の手続き 

７ 支援対象活動の選定 

５ 活動の条件 
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    審査項目：①活動内容 ②活動計画の実行性 ③活動の継続性 ④活動の実施体制 

※①活動内容では内容の妥当性の他、特別推進項目として次の活動を含む事業計

画に対しては特別に評価を行います。 

・保護者や子育て前の若い世代を対象とした（もしくはこれらの方が取組主体と

なった）食農教育活動 

・学校や病院などの栄養士等を対象とした（もしくはこれらの方が取組主体とな

った）地元農産物の供給に向けた産地見学会や話し合いの場づくりなどを行う

地産地消活動 

・農家民泊など滞在型の都市農村交流活動 

 実施方法：事業計画の概要やアピールする点を説明（ファーストステップ活動は５分程度、 

特別プロジェクト活動は１０分程度）していただいた後、審査員と質疑応答を行っ

ていただきます。 

選定の結果については、全応募グループに文書でお知らせします。 

 

７  採択された場合の留意点 
 

(1)補助金の前払い  

補助金の交付決定後、交付決定額の７割まで前払いで支払うことが可能です。 

なお、残額の支払は事業実施後（平成２２年４月以降）となります。 
 

(２)事業実施後 

    活動の成果を発表していただく成果発表会の開催を予定しています。 

  また、事業実施後は、実績報告書を提出していただきます。 
 

(３)事業計画・実績等の取扱い 

採択された事業計画の概要・実績等については、県のホームページ、印刷物等で紹介させてい

ただきます。 

  グループの活動内容等について、“食と農”絆づくりプロジェクトホームページを利用した情

報発信（イベントのお知らせ、会員募集、ブログの開設など）を行っていただくこともできます。 

 

 

８ 問い合わせ先 
 

    ○特定非営利活動法人 佐賀県ＣＳＯ推進機構 

   電 話：０９５２－２６－２３７８ 

○佐賀県 生産者支援課 食と農の絆づくり担当    

   電 話：０９５２－２５－７１１５    e-ﾒｰﾙ：kizuna@pref.saga.lg.jp 

     または、最寄りの農林事務所農政課、農業改良普及センター、各市町農政担当課へ 

   

８  採択された場合の留意点 

９ 問い合わせ先 
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別表１ 

補助対象経費 備     考 

①講師等への謝金 応募グループに属さない講師や専門家への謝金 

 ②旅費 
講師や専門家の活動、又は、応募グループの研修等に係る活動に 

必要な交通費、宿泊費 

 ③消耗品費 食材費や、事務用品費など活動に必要な消耗品費 

 ④通信運搬費 活動に必要な郵便代、振込手数料、運搬費など 

 ⑤印刷製本・広報費 
活動に伴うちらし、パンフレット、報告書などの印刷費及び新聞広

告などの広報費 

 ⑥使用料 活動に伴う会場や会議室、機材の使用料・賃借料、圃場借上料など

 ⑦保険料 活動に伴う講師や応募グループ及び参加者の損害保険料 

 ⑧資材費 
活動に必要な種苗・肥料代、農産加工用器具類、看板・のぼり・旗、

参加者用エプロン・三角巾など 

 ⑨その他経費 県において特に必要と認める経費 

対象外経費  

・応募グループの運営や維持のための恒常的経費 

・応募グループに属する講師や専門家の謝金 

・応募グループの構成員に係る人件費 

・通常の飲食費、お土産代 

・有償配布、販売する成果品等の作成経費（印刷代、複写代等） 

・領収書等の添付がない支出 

 

※消耗品費、資材費、その他経費における購入単価は原則として２０千円以内とします。 

ただし、効果的な事業実施のため、県が特に必要と認める場合においては、この限りではあ

りません。 

※次年度以降も活動を継続できるよう、参加者を募る活動はできるだけ参加料を集めるようにして

ください。 
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様式第１号 

番      号 

平成 年 月 日 

 

 佐賀県知事        様 

（市町経由） 

 

団体所在地  

団 体 名  

代表者 役職名  

    氏 名             印 

 

年度“食と農”プロジェクト活動支援事業費補助金交付申請書 

 

 年度において、下記のとおり“食と農”プロジェクト活動支援事業を実施したいので、“食と農”

プロジェクト活動支援事業費補助金 金    円を交付されるよう、佐賀県補助金等交付規則及

び“食と農”プロジェクト活動支援事業費補助金交付要綱の規定により、関係書類を添えて申請し

ます。 

 

記 

 

１ 事業計画書（別紙１） 

２ 収支予算書（別紙２） 

３ 応募団体の概要（別紙３） 

 ・団体の規約等 

 ・その他（活動をＰＲする書類等） 

      

 【担当者連絡先】 

住 所 （〒   －    ） 

氏 名  

TEL  FAX  

E-mail  

【個人情報の取扱いに関するご案内】 

この申請書の提出に伴い収集した個人情報は、“食と農”プロジェクト活動支援事業のため

にのみ使用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

なお、県における個人情報の取扱いについては、佐賀県プライバシーポリシー及び行動プロ

グラム（http://www.pref.saga.lg.jp/at-contents/privacy/）で定めております。 
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別紙１ 

事 業 計 画 書 
 

事業区分  ファーストステップ活動・特別プロジェクト活動 （いずれかを「○」で囲む） 

活動分野 ①食農教育、  ②地産地消、  ③都市農村交流 （該当するものを「○」で囲む） 

テーマ 
 

活動の目的 
 

活動の概要 
（実施期間） 

（実施地域） 

（実施項目・具体的な内容） 

予想される活動

の成果 

 

活動の継続性 
（２年目以降どのように活動を継続させるのか記入してください。） 

その他特記事項 
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活動の内容 

時期(月日) 場  所 参集者等(人数) 内  容 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：内容の後に、新規の活動には（新規）、拡充する活動には（拡充）と記入してください。 



 - 9 -  

別紙２ 

収 支 予 算 書 

 

〈収入〉 

経  費 経費の内容 積算根拠 金額(円) 

補助金 
“食と農”プロジェクト活動支援事

業費補助金 
  

    

    

計  

 

 

 

 

〈支出〉（前ページの活動の内容と関連づけて記入してください。） 
 

活動 経  費 経費の内容 積算根拠 金額(円) 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

計  
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別紙３  

 

応募団体の概要調書 

団体名  

所在地 

〒 

 

代表者職・氏名  

設立年月  

構成員数  

団体の設立目的、 

これまでの活動実績 

及び現在の活動内容 

 

前年度の決算総額                  万円 （平成   年度） 

今年度の予算総額                  万円 （平成   年度） 

制度の名称  

補助を受ける場合の

予定金額 
  万円

他補助金等申請状況 

備 考                

注：この調書に加え、団体の規約等を必ず添付してください。 
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別紙１ 

事 業 計 画 書 
 

事業区分  ファーストステップ活動・特別プロジェクト活動 （いずれかを「○」で囲む） 

活動分野 ①食農教育、  ②地産地消、  ③都市農村交流 （該当するものを「○」で囲む） 

テーマ ○○地域“食と農”絆のめばえプロジェクト 

活動の目的  地域の生産者と消費者が一緒になって、そばの栽培を行い、その収穫物を使った農

産加工を体験するとともに、農家での民泊を体験してもらうことで、地産地消と都市

農村交流を一体的に組み合わせた、より強い絆づくりをめざす。 

活動の概要 
（実施期間）平成２１年６月～平成２２年２月 

（実施地域）☆☆市（○○地域） 

（実施項目・具体的な内容） 

地域の生産者と市内から公募した消費者が一緒になって、そばの播種・生育管理・

収穫体験を行うとともに、その収穫物を使ったそば打ち体験や地元産農産物・食材

を用いた郷土料理づくり、農家民泊体験を行う。 

予想される

活動の成果 

消費者が実際に農作業体験や農産加工体験をすることにより、農業を肌で感じるこ

とができ、農業や食の大切さについてきちんと理解していただけるようになる。また、

地域の農産物・食材のおいしさを再認識してもらうことにより、地産地消の取組の促

進にもつながる。 

更に、農家民泊を体験することにより、都会にはない、農村の魅力を発見していた

だく機会ができ、○○地区ファンづくりとなり、本地域の農業・農村の活性化に結び

つくと思われる。 

活動の継続

性 

（２年目以降どのように活動を継続させるのか記入してください。） 

消費者との農作業・農産加工品づくり体験は、徴収する参加料により継続してい

く。参加していただく消費者は、○○地域ファンを増やすため、新たに県内全域を

対象として公募を行う。 

農家民泊については、今年度の実績を踏まえ、継続した取組とすることができる

よう体制整備を行う。 

その他特記

事項 

農作業や農産加工だけでなく、農家民泊を含めた体験は、まだ県内での取組事例が

少なく、この取組が県内でのグリーン・ツーリズム普及のさきがけとなることが期待

される。 

 
 

記 入 例 複数の分野に取り組む場合は、メ

インとなる分野に◎、その他の分

野に○をつけてください。 

新規性や広域性など特にアピール

したい事項があれば記入してくだ

さい。別紙で説明していただいても

結構です。 

特に、特別プロジェクト活動

で、複数年にわたる事業を計画

されているグループは、年度ご

との計画が分かるように書い

てください。 

事業実施の対象となる地域（ここで

は、消費者の募集を行う☆☆市）及

び事業実施の中心となる地域（ここ

では、圃場・加工所等がある○○地

域）を書いてください。 
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活動の内容 

時期(月日) 場  所 参集者等(人数) 内  容 

 

①７月上旬 

 

②７月上旬 

 

 

③９月上旬 

 

 

④９月中旬 

 

 

⑤9月～11月 

 

 

⑥１１月下旬 

 

 

 

⑦１２月中旬 

 

 

⑧１月 

 

○○公民館 

 

会長宅等 

 

 

ほ場 

 

 

ほ場 

△△加工所 

 

ほ場 

 

 

ほ場 

△△加工所 

 

 

△△加工所 

参加農家宅 

 

○○公民館 

 

農業者１０人 

 

農業者１０人 

 

 

農業者１０人 

消費者３０人 

 

農業者１０人 

消費者３０人 

 

農業者１０人 

消費者３０人 

 

農業者１０人 

消費者３０人 

 

 

農業者１０人 

消費者３０人 

 

農業者１０人 

消費者３０人 

 

 

 

先進地の実践者を講師に招いての研修会（新規）

 

募集チラシ作成・送付、市主催のイベントなどで

の体験者募集（新規） 

 

そばの種まき（新規） 

 

 

そばの芽摘みとそばの芽を用いた料理講座（新規）

 

 

そばの生育管理（新規） 

 

 

そばの収穫（新規） 

地元産食材を用いた郷土料理の作り方を学び、作

成した料理で収穫祭（新規） 

 

そば打ち体験（新規） 

参加農家での農家民泊体験（新規） 

 

意見交換会、来年度事業計画の検討（新規） 

 

 

 

注：内容の後に、新規の活動には（新規）、拡充する活動には（拡充）と記入してください。 

記 入 例 

活動には通し番号をつけてく

ださい。（収支予算書で使用

するため） 
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別紙２ 

収 支 予 算 書 

 

〈収入〉 

経  費 経費の内容 積算根拠 金額(円) 

補助金 
“食と農”プロジェクト活動支援事

業費補助金 
一式 300,000円

参加料 農作業・農産加工品づくり体験料 ３,000円×20名 ６0,000円

参加料 農家民泊時食材費等 3,000円×20名 60,000円

負担金 ○○○の会運営費より 一式 60,000円

計 480,000円

 

 

 

 

〈支出〉（前ページの活動の内容と関連づけて記入してください。） 
 

活動 経  費 経費の内容 積算根拠 金額(円) 

講師等への謝金 研修会講師謝金 @5,000×4時間 20,000円

旅費 大分・佐賀間ＪＲ往復運賃 ＠4,620×１往復 9,240円
① 

研修会 
旅費 ホテル代 ＠8,000×１泊 8,000円

印刷製本・広報

費 
参加募集チラシ作成 @10×500枚 5,000円

通信運搬費 郵便切手代（チラシ郵送） ＠80×50枚 4,000円

② 

参加者

募集 
消耗品費 封筒代（チラシ郵送） 一式 500円

資材費 種苗代 

肥料代 

看板製作費 

＠1５0×10袋 

一式 

一式 

1,５00円

10,000円

20,000円

③ 

そばの

種まき 
使用料 圃場借上料 一式 30,000円

資材費 調理器具類 一式 10,000円

消耗品費 食材費 ＠５00×20人 ２0,000円

④ 

料理 

講座 保険料 参加者の損害保険料 ＠500×30人 20,000円

資材費 草刈鎌代 @1,500×20本 45,000円

    

⑤ 

生育 

管理     

     

計 480,000円

 

記 入 例 

活動の順番ごとに必要となる経費を記載して

ください。（経費区分ごとではありません） 

番号は、別紙１「活動の内容」の番号と合わせ

てください。 

参加者の食材費、材料費等が

発生する場合は、できるだけ

参加費を集めるようにしてく

ださい。 

補助金の申請額は千円単位

（千円未満端数切り捨て）で

記入してください。 

経費の区分は、別表１の「補

助対象経費」から選択して書

いてください。 

できるだけ細かく積算根

拠を記入してください。 

・
・
・ 

収入と支出は、必ず同額にな

るようにしてください。 
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別紙３  

 

応募団体の概要調書 

団体名 ○○地域“食と農“絆づくりネットワーク 

所在地 
〒○○○－○○○○ 

○○市△△町□□（会長宅） 

代表者職・氏名 会長 ○○ ○○ 

設立年月 平成○○年 △月 

構成員数 ◎◎名 

団体の設立目的、 

これまでの活動実績 

及び現在の活動内容 

・ ネットワークの中心となった加工グループ「△△」は、平成３年に８

名で結成し、平成４年に○○直売所・加工所を設置した。平成５年か

ら、□□小学校のＰＴＡから依頼を受けて、「親子食農ふれあい教室」

として食や農に関する講義と加工品づくり体験の出張講座を毎年１

月の給食週間に実施してきた。 

・ より密接な絆を築きあげるため、食農教育や地産地消の取組に加え、

新たに都市農村交流にも取り組むこととし、地域で農家民宿を営業し

ている生産者等をメンバーに加え、◎◎名で「○○地域“食と農“絆

づくりネットワーク」を設立した。 

 

前年度の決算総額             ○○ 万円 （平成２０年度） 

今年度の予算総額             △△ 万円 （平成２１年度） 

制度の名称 ○○基金事業 

助成を受ける場合の

予定金額 
１０ 万円 

他補助金等申請状況 

備 考 

○○基金事業では、△△を行う事業に対し助成金

を受けることになっており、本補助金との重複は

ない。 

注：この調書に加え、団体の規約等を必ず添付してください。

記 入 例 

助成を受ける予定の補助金が、本補助

金と重複していないことを明記してく

ださい。 

今年度に他の補助金等

に申請している場合は

記入してください。 

当事業の予算も

含めた額で記入

してください。 
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例えば・・・こんな活動を募集してます！！ 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

など、消費者と農業者が「食」と「農」について、同じ意識を持って相互に理解を深め、 

信頼関係を築いていくための活動 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 
 
○特定非営利活動法人 佐賀県ＣＳＯ推進機構   ＴＥＬ ０９５２－２６－２３７８  

 

○佐賀県 生産者支援課 食と農の絆づくり担当    ＴＥＬ ０９５２－２５－７１１５ 

お近くの農林事務所、農業改良普及センター 

佐賀中部農林事務所農政課 0952-31-3282

鳥栖農林事務所農政課   0942-83-2141

唐津農林事務所農政課   0955-73-9347

伊万里農林事務所農政課  0955-23-5106

武雄農林事務所農政課   0954-23-5112

鹿島農林事務所農政課   0954-63-5111

佐城農業改良普及センター  0952-45-8888 

三神農業改良普及センター  0952-52-1231 

東松浦農業改良普及センター 0955-73-1121 

西松浦農業改良普及センター 0955-23-5128 

杵島農業改良普及センター  0952-84-3625 

藤津農業改良普及センター  0954-62-5221 

お住まいの各市町農政担当課 

 

・土づくりから収穫までの一連の農作業体験イベントや収穫祭の開催 

・幼稚園、高校・大学等で「食」や「農」に関する出張講座の開催 

・生産者とともに農作業が体験できる農園やオーナー園の開設 

・地元で取れた農産物を学校給食や病院へ供給する体制づくり 

・地域で取れた食材を使った郷土料理講習会や料理コンクールの開催や料理レシピの作成 

地産地消 

食農教育 

・地元の農業資源と観光資源とを活かした地域めぐりツアーの開催 

・農家民泊グループの設立と農作業体験ツアーの開催 

都市農村交流 

※ 特に、このような活動をお待ちしています！（審査の際にも特別にプラス評価されます） 

・保護者や子育て前の若い世代を対象とした（もしくは取組主体となった）食農教育活動 

・学校や病院などの栄養士等を対象とした（もしくは取組主体となった）地元農産物の供給に向けた  

産地見学会や話し合いの場づくりなどを実施する地産地消活動 

・農家民泊など滞在型の都市農村交流活動 


